
４
月
は

名
の
生
徒
と

名
の
職
員
を
見
送
り
、

名
の
生
徒
と

名
の
職
員
を
迎
え
た
。

学
級

名

181

13

208

14
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は
、
赤
磐
市
の
全
中
学
生
の
半
分
。
備
前
市
や
瀬
戸
内
市
、
玉
野
市
な
ど
東
備
地
区
最
大
。
一
昨
年
度
末
か

ら
始
め
た「
未
来
が
見
え
る
学
校
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
自
分
の
頭
で
考
え
る
」
と
「
つ
な
が
る
」
を
合
い
言
葉
に

し
た
テ
ス
ト
・
宿
題
改
革
、
考
動
改
革
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
る
子
ど
も
と
大
人
の
意
識
改
革
。
昨
年
度
、

一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
が
、
３
分
の
１
の
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
再
起
動
（
リ
ブ
ー
ト
）
す
る
。
ま
た
、
四
月

末
に
ご
心
配
を
か
け
た
一
件
を
経
て
再
起
動
（
リ
ブ
ー
ト
）
す
る
。

お
礼
と
お
詫
び

４
月

日(

金)

の
急
な
一
斉
下
校
か
ら
始
ま
り
、

23

24

日(

土)

の
臨
時
休
校
、

日(

月)

か
ら

日(
水)

の
分

26

28

散
登
校
な
ど
、
急
な
お
願
い
の
多
く
を
ウ
サ
ギ
メ
ー
ル

で
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保

健
所
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
聞
き
取
り
調
査
、
職
員
に

よ
る
消
毒
作
業
や
家
庭
連
絡
な
ど
大
き
な
混
乱
も
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
一
重
に
ご
家
庭
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
自
宅
静
養
の
子
ど
も
達
と

ご
家
族
の
２
週
間
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
ま

た
、
消
毒
液
な
ど
の
寄
付
や
職
員
へ
の
差
し
入
れ
を
い

た
だ
い
た
方
々
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
た
い
。

一
方
、
学
校
か
ら
の
メ
ー
ル
や
電
話
に
よ
る
連
絡
に

つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
丁
寧
さ
の
足
り
な
い
点
が
あ

っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
一
斉
下
校
の
速
報
や
濃
厚
接

触
に
関
わ
る
保
健
所
と
の
連
携
な
ど
に
は
課
題
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
生
徒
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
部
活

動
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
授
業
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と

も
申
し
訳
な
か
っ
た
。

誰
も
悪
く
な
い
、
前
へ
進
も
う
！

こ
の
た
び
の
対
応
は
、
安
心
安
全
と
学
び
を
止
め
な

い
こ
と
と
の
せ
め
ぎ
合
い
だ
っ
た
。
少
数
と
は
い
え
、
自

宅
静
養
を
強
い
ら
れ
た
子
ど
も
達
に
不
利
益
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
し
、
登
校
に
不
安
を
感
じ
る
子
ど
も

や
ご
家
族
の
気
持
ち
も
尊
重
し
た
い
。
一
方
、
新
学

期
早
々
張
り
切
っ
て
い
る
多
く
の
子
ど
も
達
の
や
る

気
も
大
切
に
し
た
い
。
４
月

日(

金)

は
１
年
生
を
交

23

え
た
部
活
動
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
予
定
だ
っ
た
。
Ｇ
Ｗ
は

対
外
試
合
が
多
く
組
ま
れ
て
い
た
。
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ

ュ
の
出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
格
好
だ
。

「
正
直
に
手
を
挙
げ
た
ば
か
り
に
損
を
し
た
」「
何

で
あ
い
つ
は
…
」
と
不
満
に
思
っ
た
り
、
登
校
し
た
ら

そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
思
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
あ
え

て
言
い
た
い
。「
誰
も
悪
く
な
い
。
前
へ
進
も
う
」
と
。
論

理
だ
け
が
正
解
と
は
限
ら
は
な
い
。
昨
今
は
、
い
つ
誰

が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
。
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
で
頑
張
っ
た
ご
褒
美
に
ゆ
っ
く
り
で
き
て
良
か
っ
た

―
、
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
（
ご
不
興
を
買
う
よ
う

で
あ
れ
ば
、
伏
し
て
お
詫
び
し
た
い
）

桜
中
は
、「
未
来
が
見
え
る
学
校
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
略
称
：
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
標
榜
す
る
学
校
だ
。

自
分
た
ち
の
明
る
く
幸
せ
な
未
来
は
、
自
分
た
ち
で

創
る
。
先
行
き
不
透
明
で
厳
し
い
現
実
を
変
え
る
こ

と
は
難
し
く
て
も
、
自
分
の
意
識
・
考
え
方
を
更
新

（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）
す
る
こ
と
で
、
明
る
く
幸
せ
な
未
来

を
信
じ
て
生
き
る
こ
と
は
で
き
る
。

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ブ
ー
ト

さ
て
、
５
月
か
ら
の
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
に
次

の
よ
う
に
再
起
動
（リ
ブ
ー
ト
）
す
る
。

ま
ず
、
部
活
動
は
、
５
月
７
日
（
金
）
か
ら
再
開
。
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
活
動
方
針
や
感
染
症
対
策
な
ど
に
つ

い
て
生
徒
に
説
明
す
る
が
、
保
護
者
懇
談
会
は
書
面

令和３年
５月６日(木)

英 友 向
気 愛 学

赤磐市立
桜が丘中学校
校長 村松 敦

086(955)3211

に
代
え
る
。
今
後
の
詳
細
な
連
絡
は
ウ
サ
ギ
メ
ー
ル

に
な
る
た
め
、
部
活
動
の
グ
ル
ー
プ
登
録
を
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
活
動
前
の
検
温
や
試
合
会
場
へ
の

送
迎
（
観
戦
の
制
限
も
あ
り
）
に
も
協
力
願
い
た
い
。

次
に
、
旅
行
行
事
。
５
月

日
（
金
）
に
予
定
の
１

14

年
生
の
校
内
集
団
研
修
は
延
期
、
３
年
生
の
修
学

旅
行
は
８
月

日(

月)

～

日(

火)

に
県
内
で
、
２

30

31

年
生
は
３
学
期
に
九
州
で
調
整
中
。
調
整
が
整
い

次
第
、
改
め
て
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

ま
た
、
歯
科
検
診
は
５
月

日
（
火
）
に
１
年
生
、

11

日
（
木
）
に
３
年
生
、

日
（
木
）
に
２
年
生
へ
変

13

20

更
す
る
が
、
他
の
検
診
は
予
定
ど
お
り
と
す
る
。

１
学
期
に
大
き
な
行
事
は
な
く
、
新
し
い
学
級
や

学
年
、
部
活
動
な
ど
へ
の
適
応
を
丁
寧
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
５
月
は
初
め
て
の
単
元
テ
ス
ト
週
間
、

教
育
相
談
。
学
習
や
学
校
生
活
へ
の
適
応
状
況
を

確
か
め
、
生
徒
の
背
中
を
押
し
た
り
、
必
要
に
応
じ

て
修
整
を
促
し
た
り
す
る
予
定
だ
。

本
校
の
最
大
の
特
徴
は
、
東
備
地
区
で
最
大
の

生
徒
数
を
抱
え
る
サ
イ
ズ
。
故
に
様
々
な
個
性
・
価

値
観
の
生
徒
・
職
員
が
い
て
、
多
様
性
に
富
ん
で
い

る
。
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
多
様
な
個
性
・
価
値
観

が
尊
重
さ
れ
る
が
、
自
己
調
整
（
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が「
自
分
の
頭
で

考
え
る
」こ
と
と「
つ
な
が
る
」
こ
と
を
求
め
る
の
は
、
急

速
に
変
化
し
将
来
予
測
の
難
し
い
社
会
で
は
、
何

か
を
得
る
た
め
に
、
自
己
責
任
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
引

き
受
け
る
覚
悟
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

明
る
く
幸
せ
な
未
来
を
信
じ
て
、
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
る
。

【令和２年度末の異動】
転 出
・橋本 一巳 退職
・尾坂 秀美 岡山市立御津中・教頭 ・日下 和弘 赤磐市立吉井中
・藤原 照浩 赤磐市立山陽西小 ・小野 智慶 吉備中央町立加賀中
・池上 訓文 井原市立美星中 ・久保田奈穂 瀬戸内市立長船中
・荒嶋 恵梨 瀬戸内市立長船中 ・有本 友希 美咲町立旭中
・池本 慎吾 赤磐市立磐梨中 ・下地里華子 玉野市立荘内中
・毛利理恵子 岡山県立早島支援 ・有馬 昌代 赤磐市立高陽中
転 入
・江田 厚生 採用 ・秋山 祥子 赤磐市立笹岡小
・大西 功洋 瀬戸内市立牛窓中 ・谷口 大介 備前市立備前中
・安達 武吉 和気町立佐伯中 ・福本 凌 赤磐市立磐梨中
・脇田 亨 玉野市立宇野中 ・大家 陽 玉野市立宇野中
・小坂 龍平 新採用 ・ 原 且行 新採用
・島村 啓太 新採用 ・藤原 茉美 新採用
・杉之原 唯 真庭市立中和小 ・寺尾久美子 赤磐市立赤坂中

【令和３年度の校内組織】
・校 長 村松 敦 ・教 頭 村合 吉則

・教務主任 景山 基弘 理科 バスケ ・生徒指導主事 大橋 優樹 保体 柔道
・１年主任 川江由佳理 保体 サッカー ・１Ａ担任 篠原 康彰 理科 バレー
・１Ｂ担任 石川 真純 理科 バスケ ・１Ｃ担任 谷口 大介 社会 テニス
・１Ｄ担任 小坂 龍平 英語 サッカー ・１Ｅ担任 脇田 亨 数学 柔道
・１Ｆ担任 法師 恵美 国語 卓球 ・１年副担任 大西 功洋 数学
・１年副担任 原 久美子 社会 テニス ・１年副担任 島村 啓太 社会 バスケ
・２年主任 近藤 良司 数学 野球 ・２Ａ担任 片山 洋平 保体 卓球
・２Ｂ担任 大家 陽 理科 バスケ ・２Ｃ担任 小林 佳美 英語 技家(水泳)
・２Ｄ担任 竹内 良太 社会 野球 ・２年副担任 小林 香 家庭 技家(バド)
・２年副担任 織田 帆風 国語 テニス ・３年主任 秋山 祥子 国語 吹奏楽
・３Ａ担任 安達 武吉 理科 テニス ・３Ｂ担任 森田 真由 英語 吹奏楽
・３Ｃ担任 吉本 憲人 数学 バスケ ・３Ｄ担任 金光 洋子 数学 テニス
・３Ｅ担任 土谷涼太郎 国語 剣道 ・３Ｆ担任 福本 凌 社会 剣道
・３年副担任 須賀さやか 音楽 吹奏楽 ・３年副担任 原 且行 数学 バレー
・特支主任 土師 匡弘 美術 美術 ・１Ｈ担任 井上弘大郎 美術 美術(バド)
・2･3Ｇ担任 石川 泰孝 英語 テニス ・１Ｉ担任 竹内 弘行 技術 技家(陸上)
・2･3Ｊ担任 宮崎 祐子 保体 バスケ ・養護教諭 杉之原 唯
・スクールコーディネーター 江田 厚生 ・総括事務 羽原 敬子 ・事 務 戸國 弘子
・校 務 員 寺尾久美子 ・図書館司書 寺山 明江 ・学校マネジメント 藤原 清志
・英語担当 藤井枝奈子 ・国語担当 石井 紀子 ・音楽担当 藤原 茉美
・Ａ Ｌ Ｔ オリバー･ヒューイット・Ａ Ｌ Ｔ クリストファー･ガーナ―
・業務アシスタント 藤田みづほ ・学習支援 山本 達雄 ・学習支援 藤田 隆代
・特別支援 井本 典子 ・特別支援 幡上 理奈 ・特別支援 高橋 美穂
・初任研指導 小林 健 ・特支推進リーダー 御藤 真也 ・スクールカウンセラー 多田志麻子

令和３年度 入学式 校長式辞（抄）
〈 略 〉

桜中では昨年から、｢未来が見える｣学校プロジェクトを進めています。現在は、変化が激しく先を見通

すことが本当に難しい世の中です。何が正解なのか誰にも分かりません。だからこそ、明るく幸せな未来

を切り拓くため、変えることが難しい現実を嘆くのではなく、自分を｢アップデート｣、つまり最新の状態に

変化させるのです。

このプロジェクトは、｢自分の頭で考える｣と｢つながる｣を合い言葉にした意識改革です。単元テストや

自分で選ぶ宿題等によるテスト宿題改革。クールビズや当番清掃等による考動改革。朝部なしや５時半

下校等によるカリキュラム改革。この改革をとおして、自分の頭で考え、多様な人とつながって、自分をア

ップデートするのです。

桜中では、先生や家族に叱られないように、答えを丸写しにして宿題を出す必要はありません。多くの

仲間が蒸し暑いと薄着していても、エアコンが肌寒ければ長袖を着て構いません。放課後の時間が長い

ので、習い事や自分の趣味に使える時間が増えます。つまり、自由が多いのです。でも、責任は自分で

とらないといけません。

選ぶ宿題は、自分の力に合わせてよく分からなかったことを復習したり、習ったことをもっと詳しく調べ

たりできるようにするためです。クールビズは、自分の体調に合わせて熱中症対策と感染防止対策のバ

ランスをとるためです。朝部なしや５時半下校は、生活にゆとりを持たせて、楽しく元気な毎日を送るため

です。

つまり、３つの改革に目的はありますが、正解はありません。皆さんと先生が、しっかりとつながって、自

分たちの頭で考えて納得できる答え、「納得解」を創るのです。一人で決めるのは自分勝手なわがままで

す。自分たちの学校は自分たちで創るのです。式後の行事で生徒会長の赤堀くんが話すことを、しっか

り聞いてください。

〈 略 〉

新型コロナウイルスという目に見えない敵との闘いは、まだ続きます。いつ、だれが感染しても不思議

ではありません。かつて本校では、実際に感染した人と身近に接する経験をしました。そして、私たちは、

その正直でたくましい生き方に触れることで、目には見えない明るい未来を信じて生きることの意味につ

いて深く考えました。

自分の頭で考えようとしない人ほど、噂に振り回され、誰かを責めるものです。ＳＮＳは無責任な情報を

流す大人であふれています。みなさんには、自分の頭で考えて、正しい判断や行動ができる人になって

ほしいと思います。そんな大人になるために、授業や行事、部活動で、安心して挑戦できる学校を創るた

めに約束してください。

まず、新たな出会いを大切にしてください。｢仲の良かった友だちと同じクラスになれなかった｣とか、

｢あの先生が担任の方が良かった｣とか、不平不満を言ったところで、不愉快な思いをする人ができるだ

けで、何もいいことはありませんね。｢このクラスの仲間と一緒に最高の１年にしよう｣と、明るく幸せな未来

を信じてください。

桜中の先生は、誰一人見捨てることなく、最高の仲間と幸せな１年を過ごすことができるよう全力で努

力してくれます。みなさんがそう信じていれば、先生に叱られることがあっても、素直に反省して、がんば

ることができるようになります。変わらない現実に不満があっても、自分の心、考え方が変われば、行動が

変わります。

次に、自由の多い桜中にもルールはあります。小学校と違うことがあると思いますが、命と人権に関わ

ることは厳しく指導します。特に、感染症対策は慣れるのに時間がかかると思います。詳しいことは、上級

生や先生方が教えてくれますが、「面倒くさい、鬱陶しい」と思ったとき、正しいことができるクラスにしてく

ださい。 〈 略 〉

３つのお願い

１ 留守番電話 平日１８：４５～７：４５ 休日
学校の電話を上記の時間帯で留守電話にセットします。
職員が、元気に毎日働くことができるよう、ご理解とご協力をお願いします。

２ 水泳の授業の未実施
本校プールの構造上、更衣室の換気と密集を避けることができないため、昨年
に引き続き、保健体育の授業で行うプールの授業を実施しないこととします。

３ 貸し出す給食白衣 借りた生徒が畳む
今年度から、エプロン等を忘れた場合に貸し出す白衣は、自分で畳ませること
とします。（洗濯と乾燥は職員が行います）一昨年度まで、給食当番が着用する
白衣を、学校で貸し出した物を各家庭で洗濯していただいていましたが、昨年度
から感染防止の観点から、各家庭からエプロンと三角巾を持参することとしてい
ます。社会の一員として責任を取る指導の一環で、ペナルティを与えることが目
的ではありませんから、ご理解ください。


